
科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）実績報告書（研究実績報告書）

様　式　Ｆ－７－２

２ ６ ６ ０ ０ ０ ０ ４

１ ４ ６ ０ ３

物質創成科学研究科

挑戦的萌芽研究

  ３版

補助事業期間 平成 ２７年度～平成２６ 年度

1. 機 関 番 号

3. 研究種目名

2. 研究機関名
奈良先端科学技術大学院大学

4.

5. 課 題 番 号

6. 研究課題名 アセン類の光二量化反応を活用した結晶性有機ナノ空孔材料の創成

7. 研究代表者

２ ０ ７ ２ ４ ９ ５ ９

研　究　者　番　号 研 究 代 表 者 名
スズキ　ミツハル

鈴木　充朗
助教

所　属　部　局　名 職　　名

8. 研究分担者

研　究　者　番　号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職　　名

9. 研究実績の概要

本研究は，化学的に安定な結晶性多孔質有機材料の創製を目指し，アセン類，特にアントラセンの光二量化反応を鍵反応とする共有結
合性有機構造体（Covalent Organic Framework, COF）の構築に挑むものである．前年度は，COFモノマーの鍵ユニットとなるアントラ
セン誘導体の効率的な合成法を確立した．これを受けて本年度は，この鍵ユニットを連結してCOFモノマーのモデルとなる大環状化合
物を得ることを主な課題とした．具体的には，ボロン酸とオルトフェニレンジアミンの脱水縮合により，計6ユニットを1ステップで連
結し，大環状骨格を構築することを試みた．ここで連結ユニットとなるジアザボロール骨格は，反応系中で可逆的に形成できるととも
に，中性および弱塩基性条件下で加水分解に対して比較的安定であり，高い化学安定性をもつ構造体を提供する本研究の目的に合致す
る結合モチーフである．反応条件を系統的にスクリーニングした結果，高極性溶媒中，ボロン酸が過剰の条件で反応を行うことにより
，目的とする大環状骨格が比較的高効率で形成されることを見出した．得られた化合物は，約1.2 nmの内径を有する「shape-persiste
nt」な環状構造をもち，これを共有結合により規則正しく連結・集積することで，本プロジェクトが目指す結晶性多孔質有機材料が構
築できると期待される．また，ジアザボロールを連結モチーフとする大環状化合物の合成は，それ自体でCOFのような拡張構造の構築
にも応用可能と考えられる．今回の申請研究で得られた合成化学的知見は，有用な新規多孔質有機材料の創製に資する重要な成果であ
り，今後，それを基盤とした新規材料開発への展開を図る．
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Optimizing the morphology of organic bulk heterojunction films using solvent additives in the
photoprecursor approach
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